
JP 6450536 B2 2019.1.9

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　Ｎ個の信号入力の選択された１つと信号出力との間にデータのための通信経路を提供す
るための相互接続回路であって、Ｎは２以上の整数であり、前記相互接続回路は、
　前記Ｎ個の信号入力の１つを選択された信号入力として選択信号に従って選択し、前記
選択された信号入力を所与のデータを送信する前記信号出力に接続するように構成された
マルチプレクサ回路と、
　送信するデータをそれぞれが有する複数の前記Ｎ個の信号入力間の単一サイクル内で調
停を実行するように、前記選択信号を発生するように構成された調停回路と
を含み、
　前記調停は、
　（ｉ）前記複数の前記Ｎ個の信号入力のそれぞれに関連付けられた第１の調停パラメー
タのそれぞれの値と、
　（ｉｉ）２つ以上の前記複数の前記Ｎ個の信号入力が、前記第１の調停パラメータの共
通値を有する際に、前記２つ以上の複数の前記Ｎ個の信号入力のそれぞれに関連付けられ
た第２の調停パラメータであって、前記第２の調停パラメータは、前記２つ以上の前記複
数の前記Ｎ個の信号入力のそれぞれに対して異なる値を有する、第２の調停パラメータと
に従って実行され、
　前記第１の調停パラメータは、タイムスタンプ値であって、前記選択された信号入力に
対する前記タイムスタンプ値は、前記選択された信号入力についてデータが送信される際
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に更新され、
　前記選択された信号入力に対する前記タイムスタンプ値は、時間増分値を前記選択され
た入力に対する前記タイムスタンプ値に加算することによって更新され、前記時間増分値
は、前記選択された信号入力に関連付けられたサービス品質のレベルに従って変化する、
相互接続回路。
【請求項２】
　前記Ｎ個の信号入力は、それぞれのデータソース回路に結合され、前記信号出力はデー
タ宛先回路に結合され、前記相互接続回路、前記データソース回路および前記データ宛先
回路のすべては、単一集積回路上に形成される、請求項１に記載の相互接続回路。
【請求項３】
　Ｍ個の信号出力を備え、Ｍは１以上の整数である、請求項１に記載の相互接続回路。
【請求項４】
　Ｍ＝Ｎである、請求項３に記載の相互接続回路。
【請求項５】
　前記調停回路は、送信するデータを有する複数の信号入力のタイムスタンプ値を比較し
、送信するデータを有する１つ以上の他の前記複数の信号入力より高いタイムスタンプ値
を有する、送信するデータを有する前記複数の入力のいずれかを前記選択された信号入力
として選択から除去するように構成される、請求項１に記載の相互接続回路。
【請求項６】
　所与の信号入力増分に関連付けられた前記時間増分値が増加するにつれて、前記Ｎ個の
信号入力間の前記所与の信号入力により、前記信号出力にアクセスするための相対優先度
が低減する、請求項５に記載の相互接続回路。
【請求項７】
　前記調停回路は、前記Ｎ個の信号入力に関連付けられた少なくとも１つの前記タイムス
タンプ値が閾値に達した際に、すべての前記タイムスタンプ値を２で除するように構成さ
れる、請求項１に記載の相互接続回路。
【請求項８】
　前記第２の調停パラメータは、前記Ｎ個の信号入力のそれぞれに割り当てられて、前記
Ｎ個の信号入力が、前記選択された信号入力として以前に選択された相対的な順番を表す
、請求項１に記載の相互接続回路。
【請求項９】
　前記第１の調停パラメータおよび前記第２の調停パラメータは、組み合わせた調停パラ
メータを形成するために連結され、前記第２の調停パラメータは、前記組み合わせた調停
パラメータの最下位ビット位置を制御する、請求項１に記載の相互接続回路。
【請求項１０】
　前記調停回路は、それぞれの温度計コード化された調停パラメータを生成するために、
前記Ｎ個の信号入力のそれぞれの前記組み合わせた調停パラメータを温度計コード化する
ように構成された、温度計コード化回路を含む、請求項９に記載の相互接続回路。
【請求項１１】
　前記調停回路は、前記Ｎ個の信号入力のどれが前記選択された信号入力として選択され
るかを識別するために、前記温度計コード化された調停パラメータを比較するように構成
された比較回路を含む、請求項１０に記載の相互接続回路。
【請求項１２】
　前記比較回路は、それぞれが所定の信号レベルにプリチャージされ、前記温度計コード
化された調停パラメータに従って選択的に放電される、複数の信号線を備える、請求項１
１に記載の相互接続回路。
【請求項１３】
　前記複数の信号線は、信号線の２Ｘ群に分割され、それぞれは、前記第１の調停パラメ
ータの異なる値に関連付けられ、Ｘは前記第１の調停パラメータのビット長であり、Ｎ個
の信号入力のいずれかが、所与の群の第１の調停パラメータより高い優先度を示す第１の



(3) JP 6450536 B2 2019.1.9

10

20

30

40

50

調停パラメータを有する場合は、前記比較回路は、前記所与の群の信号線内のすべての信
号線を放電するように構成される、請求項１２に記載の相互接続回路。
【請求項１４】
　信号線の各群は、前記第２の調停パラメータの異なる値に対応する、信号線のそれぞれ
の群内に異なる信号線をもつＮ個の信号線を含み、前記比較回路は、閾値群内の単一の信
号線が充電されたままであり、それによって前記Ｎ個の信号入力のどれが前記選択された
信号入力として選択されるべきかを識別するように、前記Ｎ個の信号入力に関連付けられ
た前記第２の調停パラメータのそれぞれの独自の値に従って、より高い優先度の第１の調
停パラメータに関連付けられた前記閾値群内の前記異なる信号線を放電するように構成さ
れる、請求項１３に記載の相互接続回路。
【請求項１５】
　前記信号線は、前記データを通信するためにも使用される、請求項１２に記載の相互接
続回路。
【請求項１６】
　Ｎ個の信号入力の選択された１つと信号出力との間にデータのための通信経路を提供す
るための相互接続回路であって、Ｎは２以上の整数であり、前記相互接続回路は、
　前記Ｎ個の信号入力の１つを選択された信号入力として選択信号に従って選択し、前記
選択された信号入力を所与のデータを送信する前記信号出力に接続するための、マルチプ
レクサ手段と、
　送信するデータをそれぞれが有する複数の前記Ｎ個の信号入力間の単一サイクル内で調
停を実行するように、前記選択信号を発生するための調停手段と
を含み、
　前記調停は、
　（ｉ）前記Ｎ個の信号入力のそれぞれに関連付けられた第１の調停パラメータのそれぞ
れの値と、
　（ｉｉ）２つ以上の前記Ｎ個の信号入力が、前記第１の調停パラメータの共通値を有す
る際に、前記２つ以上の前記Ｎ個の信号入力のそれぞれに関連付けられた第２の調停パラ
メータであって、前記第２の調停パラメータは、前記２つ以上の前記Ｎ個の信号入力のそ
れぞれに対して異なる値を有する、第２の調停パラメータと
に従って実行され、
　前記第１の調停パラメータは、タイムスタンプ値であって、前記選択された信号入力に
対する前記タイムスタンプ値は、前記選択された信号入力についてデータが送信される際
に更新され、
　前記選択された信号入力に対する前記タイムスタンプ値は、時間増分値を前記選択され
た入力に対する前記タイムスタンプ値に加算することによって更新され、前記時間増分値
は、前記選択された信号入力に関連付けられたサービス品質のレベルに従って変化する、
相互接続回路。
【請求項１７】
　Ｎ個の信号入力の選択された１つと信号出力との間にデータのための通信経路を提供す
る方法であって、Ｎは２以上の整数であり、前記方法は、
　マルチプレクサ回路に、前記Ｎ個の信号入力の１つを選択された信号入力として選択信
号に従って選択させ、前記選択された信号入力を所与のデータを送信する前記信号出力に
接続させるステップと、
　調停回路に、送信するデータをそれぞれが有する複数の前記Ｎ個の信号入力間の単一サ
イクル内で調停を実行するように、前記選択信号を発生させるステップと
を含み、
　前記調停は、
　（ｉ）前記複数の前記Ｎ個の信号入力のそれぞれに関連付けられた第１の調停パラメー
タのそれぞれの値と、
　（ｉｉ）２つ以上の前記複数の前記Ｎ個の信号入力が、前記第１の調停パラメータの共
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通値を有する際に、前記２つ以上の前記Ｎ個の信号入力のそれぞれに関連付けられた第２
の調停パラメータであって、前記第２の調停パラメータは、前記２つ以上の前記Ｎ個の信
号入力のそれぞれに対して異なる値を有する、第２の調停パラメータと
に従って実行され、
　前記第１の調停パラメータは、タイムスタンプ値であって、前記選択された信号入力に
対する前記タイムスタンプ値は、前記選択された信号入力についてデータが送信する際に
更新され、
　前記選択された信号入力に対する前記タイムスタンプ値は、時間増分値を前記選択され
た入力に対する前記タイムスタンプ値に加算することによって更新され、前記時間増分値
は、前記選択された信号入力に関連付けられたサービス品質のレベルに従って変化する、
方法。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、データ処理システムの分野に関する。より詳細には、本発明は、調停ポリシ
ーを適用することによって、複数の信号入力の選択された１つと信号出力との間に通信を
提供するための相互接続回路の分野に関する。
【背景技術】
【０００２】
　複数の信号入力の選択された１つと信号出力との間にデータのための通信経路を提供す
るために、相互接続回路を提供することは公知である。このようなマルチプレクサ回路は
、いくつかの信号入力が信号出力に確実にアクセスする優先度を与えられるように、調停
ポリシーを適用してもよい。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　このような相互接続回路内の課題は、調停に取られる時間を低減する（それによって、
調停に取られるサイクル数を低減する、またはより高いクロック周波数の使用が可能にな
る）一方で、例えば２つ以上のパラメータが調停を制御する場合に、信号入力間の公平を
確実にすることである。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　一態様から見ると、本発明は、Ｎ個の信号入力の選択された１つと信号出力との間にデ
ータのための通信経路を提供するために、相互接続回路を提供し（但し、Ｎは２以上の整
数である）、該相互接続回路は、
　該Ｎ個の信号入力の１つを選択された信号入力として選択信号に従って選択し、該選択
された信号入力を所与のデータを送信する該信号出力に接続するように構成されたマルチ
プレクサ回路と、
　送信するデータをそれぞれが有する複数の該Ｎ個の信号入力間の単一サイクル内で調停
を実行するように、該選択信号を発生するように構成された調停回路とを含み、
　該調停は、
　（ｉ）該複数の該Ｎ個の信号入力のそれぞれに関連付けられた第１の調停パラメータの
それぞれの値と、
　（ｉｉ）２つ以上の該複数の該Ｎ個の信号入力が、該第１の調停パラメータの共通値を
有する際に、該２つ以上の複数の該Ｎ個の信号入力のそれぞれに関連付けられた第２の調
停パラメータであって、該第２の調停パラメータは、該２つ以上の該複数の該Ｎ個の信号
入力のそれぞれに対して異なる値を有する、第２の調停パラメータとに従って実行される
。
【０００５】
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　この技法は、第１の調停パラメータおよび第２の調停パラメータに基づいて調停を実行
する。２つ以上の信号入力が、第１の調停パラメータに対する共通値を有するときは、次
いで第２の調停パラメータを使用して、２つ以上の信号入力がそれらの第１の調停パラメ
ータに結びつく、２つ以上の信号入力の少なくともそれぞれに対して異なる値を有するよ
うに、第２の調停パラメータが配置されるので、そうでなければ同じ優先順位を有する信
号入力間を解決する。一部の実施形態では、第２の調停パラメータは、第１の調停パラメ
ータといかなる結びつきが生じるかどうかに関わらず、それぞれの信号入力に対して独自
の値を有するように配置されてもよい。
【０００６】
　複数の信号入力は、それぞれのデータソース回路に接続されてもよく、信号出力は、デ
ータ宛先回路に結合されてもよい。データソース回路および宛先回路は、単一集積回路上
の相互接続回路と共に形成されてもよい。集積回路内のイントラ回路通信は、集積回路が
それらの設計の精度、および集積回路内に提供された異なる機能ブロック（例えば、シス
テムオンチップ集積回路内）の数が増加するので、重要な処理ボトルネックである。
【０００７】
　この技法は、単一信号出力のみが存在する状況に使用されてもよいことが理解されるが
、この技法は、複数の信号出力が存在する実施形態に良好に適し、信号出力のそれぞれへ
のアクセスは、その独自の調停優先度（その独自の調停優先度が異なる信号出力間で同じ
であろうとなかろうと）に従って個別に調停される。入力数は、対称配置を提供する出力
数と同じであってもよいが、入力数が出力数と異なる場合に、他の配置が可能である。
【０００８】
　第１の調停パラメータは、対応する入力から送信されたデータに関連付けられた、サー
ビス品質（ＱｏＳ）のレベルを表す値を有するように配置されてもよい。このような方法
で、第１の調停パラメータを使用する調停は、それぞれの信号入力に関連付けられた所望
のサービス品質のレベルに一致する手法で、信号出力にアクセスを提供するように配置さ
れてもよい。
【０００９】
　様々な異なる形の第１の調停パラメータが可能であり、例えば、所与の入力を一定期間
中に送信できたデータのパケット数に基づいて、第１の調停パラメータを形成することが
可能であるはずである。サービス品質のレベルを表す一方で、異なる信号入力間で信号出
力へのアクセスを適正に割り当てる調停を提供するために使用され得る、第１の調停パラ
メータの１つの形は、第１の調停パラメータがタイムスタンプ値であり、選択された信号
入力に対するタイムスタンプ値は、その選択された信号入力がデータを送信するときに更
新されるものである。各信号入力がデータを送信するときに、タイムスタンプを各信号入
力に関連付けることは、複数の信号入力間で信号出力へのアクセスを適正に分割するのに
役立つ方法として使用されてもよい。タイムスタンプは、データが送信されたとき、また
は該当する信号入力が次にデータを送信できると予測されるときを、信号出力に関連付け
られた帯域幅のその適正割当に従って示す。
【００１０】
　選択された信号入力に関連付けられたサービス品質のレベルに従って変化する、時間増
分値によりタイムスタンプ値を更新することは、異なる信号入力間で信号出力の利用可能
な帯域幅を分割する方法である。増分したタイムスタンプ値は、所与の信号入力が次に信
号出力にアクセスするとかなり予測できるときに表すことができる。高い優先度の信号入
力は、信号出力にアクセスできるために比較的迅速に再認定するように、適用された小さ
い時間増分を有するはずである。反対に、低い優先度の信号入力は、比較的長期間が過ぎ
てから信号出力へのアクセスが認定されるように、適用された比較的大きい時間増分を有
することになる。信号出力へのアクセスに対する競合が存在しないときは、送信するデー
タを有する信号入力のいずれかが、信号出力の関連付けられたタイムスタンプ値に関係な
く、信号出力へのアクセスを許可されてもよい。
【００１１】
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　調停回路は、送信するデータを有し、信号出力へのアクセスに競合する信号入力に関連
付けられたタイムスタンプ値を比較するように構成されてもよい。調停回路は、送信する
データを有する１つまたは複数の他の複数の信号入力より高いタイムスタンプ値を有する
、送信するデータを有する複数の入力のいずれかを、選択された信号入力として選択の可
能性から除去することができる。したがって、単一の信号入力がより低いタイムスタンプ
値を有する場合は、すべてのその他の信号入力は除去されることになる。タイムスタンプ
はアクセスの履歴を反映する。低いタイムスタンプ値は、関連付けられた信号入力が、そ
の他の信号入力に対して、信号出力へのアクセスの信号入力の公平な共有を受領していな
いことを示す。２つ以上の信号入力がより低いタイムスタンプ値を共有する場合、すべて
の他の残りの信号入力は除去されることになる。
【００１２】
　タイムスタンプ値の保管および操作ならびにタイムスタンプ値の最終的なオーバーフロ
ーに関連付けられたサイズ制限に対処するために、調停回路は、信号入力の１つに関連付
けられた少なくとも１つのタイムスタンプ値が閾値に達したときに、すべてのタイムスタ
ンプ値を２で除する（１ビット位置だけ右シフトされる）ように構成されてもよい。この
ような手法は、記憶されるタイムスタンプ値間の識別において一部の解決策を失うが、失
ったレゾリューションのレベルを超えるタイムスタンプ値の粗いレベルの相対的な順番が
維持される。
【００１３】
　信号入力のそれぞれに関連付けられた第２の調停パラメータは、第２の調停パラメータ
値が、共通の第１の調停パラメータ値を共有し得る、少なくともそれらの信号入力によっ
て異なる、様々な異なる形を有することができる。公平性を提供し、どの信号入力を選択
するべきかを決定する解決策を保証する第２の調停パラメータのそのような１つの形は、
第２の調停パラメータが、信号入力が選択された信号入力として役立つように以前に選択
された相対的な順番を表すものである。例えば、第２の調停パラメータは、最高の優先度
の第２の調停パラメータを有する信号出力にアクセスを以前許可されて以来、最も長い期
間を有する信号をもつ、最長時間未許可（ＬＲＧ）のパラメータの形で相対的な順番を表
してもよい。また第２の調停パラメータの他の形を使用してもよく、例えば、第２の調停
パラメータが、静的優先度、ラウンドロビンアルゴリズムなどに基づいて割り当てられて
もよい。
【００１４】
　第１の調停パラメータおよび第２の調停パラメータは、少なくとも論理的に組み合わせ
た調停パラメータを形成するために連結されてもよく、第２の調停パラメータは組み合わ
せた調停パラメータの最下位ビット位置を制御する。２つの調停パラメータをこの方法で
連結することにより、それらの比較を単純化し加速する一方で、それらの相対的重要性、
すなわち、それによって２つの調停パラメータが特定の信号入力の選択を選択された信号
入力として制御する作用をする階層を維持する。
【００１５】
　組み合わせた調停パラメータの比較は、調停回路が、論理的に組み合わせた調停パラメ
ータを温度計コード化（thermometer coding）して温度計コード化された調停パラメータ
を生成する働きをする、温度計コード化回路を含む際に加速されてもよい。温度計コード
化された調停パラメータは、最高の優先度のこのような温度計コード化された調停パラメ
ータを単一サイクル内で同定し得る手法で、互いに並列比較するのに非常に適している。
組み合わせた調停パラメータの異なる部分は、実際には異なる構造内に記憶されてもよい
が、すべての温度計コード化を提供するために共に作用する。
【００１６】
　温度計コード化された調停パラメータ間の比較を実行するために使用される比較回路は
、複数の信号線を備えてもよく、それぞれはこれらの信号線で決定された信号レベルにプ
リチャージされ、次いでそれぞれは温度計コード化された調停パラメータに従って選択的
に放電される。
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【００１７】
　放電するように選択された複数の信号線は、なされる選択の間にＮ個の信号入力が存在
する場合は、それぞれが第１の調停パラメータの異なる値に関連付けられた信号線の２Ｘ

群であるように、群に分割されてもよい（但し、Ｘは第１の調停パラメータのビット長で
あり、その際これは温度計コード化されている）。比較回路は、Ｎ個の信号入力のいずれ
かが、その所与の群に関連付けられた第１の調停パラメータより高い優先度を示す、第１
の調停パラメータを有する場合は、所与の群の信号線内のすべての信号線を放電するよう
に構成されてもよい。したがって、より高い優先度の信号入力は、実行することが望まれ
る優先順位の比較を表す手法で、より低い優先度の信号入力に関連付けられた信号線を放
電することになる。
【００１８】
　信号線の各群は、第２の調停パラメータの異なるそれぞれの独自の値に対応する、信号
線のそれぞれの群内に異なる信号線をもつＮ個の信号線を含んでもよい。比較回路は、Ｎ
個の信号入力に関連付けられた第２の調停パラメータに従って、閾値群、すなわち、最高
の優先度の第１の調停パラメータに関連付けられた群内の異なる信号線を放電するように
構成されてもよく、その結果、閾値群内の単一の信号線は充電されたままであり、それに
よってＮ個の信号入力のどれが選択された信号出力として選択されるべきかを識別する。
したがって、第１の調停パラメータは、総じて第１の調停パラメータのより低い優先度値
に対応する、群の放電を制御するようにみなされてもよく、２つ以上の信号が第１の調停
パラメータの値を共有する場合、単一の信号入力がその第２の調停パラメータに従って選
択され得るように、閾値群内の放電は、第２の調停パラメータに従って実行される。
【００１９】
　上述の調停を提供するために使用される信号線は、信号入力と調停が一旦、解決された
信号出力との間でデータ通信もするために好都合に再使用されてもよい。
【００２０】
　別の態様から見ると、本発明は、Ｎ個の信号入力の選択された１つと信号出力との間に
データのための通信経路を提供するために、相互接続回路を提供し（但し、Ｎは２以上の
整数である）、該相互接続回路は、
　該Ｎ個の信号入力の１つを選択された信号入力として選択信号に従って選択し、該選択
された信号入力を所与のデータを送信する該信号出力に接続するためのマルチプレクサ手
段と、
　送信するデータをそれぞれが有する複数の該Ｎ個の信号入力間の単一サイクル内で調停
を実行するように、該選択信号を発生するための調停手段とを含み、
　該調停は、
　（ｉ）該複数の該Ｎ個の信号入力のそれぞれに関連付けられた第１の調停パラメータの
それぞれの値と、
　（ｉｉ）２つ以上の該複数の該Ｎ個の信号入力が、該第１の調停パラメータの共通値を
有する際に、該２つ以上の複数の該Ｎ個の信号入力のそれぞれに関連付けられた第２の調
停パラメータであって、該第２の調停パラメータは、該２つ以上の該複数の該Ｎ個の信号
入力のそれぞれに対して異なる値を有する、第２の調停パラメータとに従って実行される
。
【００２１】
　別の態様から見ると、本発明は、Ｎ個の信号入力の選択された１つと信号出力との間に
データのための通信経路を提供するための方法を提供し（但し、Ｎは２以上の整数である
）、該方法は、
　該Ｎ個の信号入力の１つを選択された信号入力として選択信号に従って選択し、該選択
された信号入力を所与のデータを送信する該信号出力に接続するステップと、
　送信するデータをそれぞれが有する複数の該Ｎ個の信号入力の間の単一サイクルにおい
て調停を実行するように、該選択信号を発生するステップとを含み、
　該調停は、
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　（ｉ）該複数の該Ｎ個の信号入力のそれぞれに関連付けられた第１の調停パラメータの
それぞれの値と、
　（ｉｉ）２つ以上の該複数の該Ｎ個の信号入力が、該第１の調停パラメータの共通値を
有する際に、該２つ以上の複数の該Ｎ個の信号入力のそれぞれに関連付けられた第２の調
停パラメータであって、該第２の調停パラメータは、該２つ以上の該複数の該Ｎ個の信号
入力のそれぞれに対して異なる値を有する、第２の調停パラメータとに従って実行される
。
【００２２】
　本発明の前述および他の目的、特徴、ならびに利点は、添付の図面とともに読んで、以
下に詳細に記載されている例示的実施形態から明らかになろう。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】複数のデータソース回路を複数のデータ宛先回路に接続する、スウィズルスイッ
チ（swizzle switch）相互接続部を含む集積回路を概略的に示す図である。
【図２】組み合わせた調停パラメータを形成するために連結され、次いで組み合わせた調
停パラメータ自体が温度計コード化されて、温度計コード化された調停パラメータを形成
する、第１の調停パラメータおよび第２の調停パラメータを概略的に示す図である。
【図３】送信するデータの選択および調停値の更新を概略的に示す流れ図である。
【図４】調停を概略的に示す流れ図である。
【図５】プリチャージされ、次いで第１の調停パラメータおよび第２の調停パラメータに
従って選択的に放電された、信号線の形で提供された調停回路を概略的に示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００２４】
　図１は、相互接続回路６を介して複数のデータ宛先回路８に接続された、複数のデータ
ソース回路４を含む集積回路２を概略的に示す。相互接続回路６の形は、同時継続の米国
特許出願第１３／４３８，９２０号に記載されたようなスウィズルスイッチ相互接続の形
であってもよく、この内容は参照によりその全体が本明細書に組み込まれる。
【００２５】
　スウィズルスイッチ相互接続６は、データソース回路４のいずれかをデータ宛先回路８
のいずれかに接続する能力を提供する。この例では、４つのデータソース回路４および同
数のデータ宛先回路８が存在している。しかし、これらの数は、異なることが可能である
。また、データソース回路４およびデータ宛先回路８が別の実体として示されているが、
実際にはこれらの１つまたは複数が、共通の実体であってもよく、例えば、相互接続回路
６に接続された汎用プロセッサが、データソースおよびデータ宛先の両方としての役目を
果たしてもよい。
【００２６】
　上記の同時継続出願に記載されているように、相互接続回路６は、プリチャージされ、
次いでソースと宛先との間の調停タスクを実行するために選択的に放電され、ならびに、
後続のサイクルにおいて、ソースと宛先との間でデータ値を転送してもよい、信号線を提
供される。データソース回路４のいずれかは、データ宛先回路８のいずれかに接続されで
もよく、したがって、図１に示された交点にマルチプレクサ回路が提供される。図２に示
されたマルチプレクサ回路の列は、データ宛先回路８に該列の下部で接続するために、Ｎ
個のデータソース回路４の１つを選択する役目を果たす。調停回路は、相互接続回路６内
に存在し、プリチャージされ、次いで選択的に放電される信号線を提供する層の下の層内
に提供される。したがって、本明細書における図は、調停回路と線（信号線）を並んで示
しているが、実際には調停回路は、線を提供する金属層の下の集積回路の層内にあり、そ
のため、いかなる追加の回路領域も費やさないことになる。この調停回路については、後
に記載する。
【００２７】
　図２は、ｐビットの第１の調停パラメータ１０およびｑビットの第２の調停パラメータ
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１２を概略的に示す。第１の調停パラメータ１０は、信号出力のそれぞれに対して実行さ
れる調停に関して維持され更新された、仮想クロック値に従って割り当てられたタイムス
タンプ値の形を取ってもよく、仮想クロック値はサンプリングされ、データ値を信号出力
に送信できる信号入力によってトリガーされる該信号入力のそれぞれに関連付けられる。
第２の調停パラメータ１２は、信号入力のどれが信号出力へのアクセスを最も長時間許可
されていないかを表す値の形であってもよい。したがって、信号入力の１つがアクセスを
許可される度に、その他の信号入力に関連付けられた最長時間未許可の値のすべてが、更
新されて新しい相対的な順番を反映する。最長時間未許可の状態を表すこのような第２の
調停パラメータの使用により、信号入力のそれぞれが異なる第２の調停パラメータ値を有
する、第２の調停パラメータが提供される。これにより、第２の調停パラメータ値は、信
号入力が第１の調停パラメータ値を共有する際に、該信号入力間の調停を解決するために
使用することができることが確保される。
【００２８】
　図２に示したように、第１の調停パラメータ１０および第２の調停パラメータ１２は、
組み合わせた調停パラメータ１４を形成するために連結されてもよく、第２の調停パラメ
ータは、この組み合わせた調停パラメータ１４の最下位部分を形成する。第１の調停パラ
メータ１０と第２の調停パラメータ１２をこの方法で組み合わせることにより、第１の調
停パラメータ１０のより高い電流値に対応するより高次のビット位置が、２つ以上の異な
る信号入力に共通する際に、第２の調停パラメータ１２が、優先順位間の区別のみに有効
になることを確保する。
【００２９】
　調停パラメータ値間の比較を加速するために、組み合わせた調停パラメータ値１４を温
度計コード化して、２ｐ＋ｑを有する温度計コード化された調停パラメータ１６を生成す
る。このような温度計コード化された調停パラメータ値は、どの信号入力が信号出力にア
クセスされるべきかを迅速に決定できる、単一サイクル内で並列比較するのにより良好に
適している。
【００３０】
　図３は、データの送信および調停値の更新に適用された制御を概略的に示す流れ図であ
る。ステップ１８では、処理は、少なくとも１つの信号入力が信号出力に通信されるデー
タ値を有し、スウィズルスイッチ相互接続によって提供されたデータチャネルが空く（利
用可能である）まで待機する。ステップ２０は、いつでも送信できるデータをもつ２つ以
上の信号入力があるかどうかを判定する。いつでも送信できるデータをもつ２つ以上の信
号入力がある場合は、ステップ２２は、これらの信号入力間の調停（以下に記載する）を
実行して、単一の信号入力をそのデータを送信することを許可されるべき選択された信号
入力として選択する。ステップ２４では、信号入力を選択し、信号入力がそのデータ値を
信号データ出力に通過させることを許可する（またはこれが特定の実施形態によって許可
された場合は、データ値をバーストする）ために、図１に示されたマルチプレクサ回路を
制御する選択された信号入力のために選択信号を発生する。データのこの転送はステップ
２６で実行される。ステップ２８では、選択された信号入力のタイムスタンプが、選択さ
れた信号入力に関連付けられたサービス品質のレベルを表す時間増分によって増加される
。サービス品質のレベルが高い信号入力（信号入力に割り当てられる高レベルの帯域幅）
は、比較的小さいタイムスタンプ増分に関連付けられる。逆に、優先度が比較的低くサー
ビス品質のレベルが低い（比較的低い帯域幅の割当てに対応する）信号入力は、信号入力
に適用された比較的高いタイムスタンプ増分を有する。信号入力に関連付けられたタイム
スタンプ値を比較すると、最低タイムスタンプ値に優先権が与えられる。信号入力に関連
付けられたタイムスタンプ値は、信号出力にアクセスするための信号入力間に競合が存在
する際に、該信号が、その優先順位および帯域幅の割当を与えられた信号出力にアクセス
されるとかなり予想できるときを表すとみなすことができる。競合が存在しない場合は、
送信するデータのあらゆる信号入力が該データを送信し、そのタイムスタンプ値を更新で
きる。２つ以上の信号入力が送信するデータを有するときは、それらの信号入力のタイム
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スタンプ値は、第１の調停パラメータとしての役目を果たし、それらの信号入力のどれを
信号出力にアクセスするべきかを決定するために比較されてもよい。
【００３１】
　ステップ２８において適用されたタイムスタンプの増分に続いて、処理はステップ３０
に進み、信号入力のそれぞれに関連付けられた最長時間未許可値を更新して、ステップ２
４で選択信号によって選択された信号入力に、信号出力へのアクセスの許可を反映する。
最長時間未許可値のすべては、最長時間未許可値が信号出力にアクセスを許可された新し
い相対的順序を反映するために更新されることになる。最長時間未許可値は、第２の調停
パラメータとしての役目を果たし、すべてが異なる。
【００３２】
　図４は、ステップ２２で実行される調停を概略的に示す流れ図である。ステップ３２は
、調停が求められるまで待機する。次いでステップ３４は、タイムスタンプ値を比較する
。ステップ３６は、最低タイムスタンプ値をもつ信号入力が２つ以上存在するかどうかを
判定する。ステップ３６において、最低タイムスタンプ値をもつ信号入力が１つのみ存在
すると判定する場合、この信号入力がステップ３８で選択され、処理はステップ３２に戻
る。ステップ３６において、最低タイムスタンプ値をもつ信号入力が２つ以上存在すると
判定する場合、処理はステップ４０に進み、最低タイムスタンプ値をもつそれらの信号入
力に関連付けられた最長時間未許可値を比較する。したがって、第２の調停パラメータは
、信号入力が第１の調停パラメータ（最低タイムスタンプ値）に対して共通値を共有する
際に効力を発揮する。ステップ４２は、信号出力に通信するためにこの信号サイクルの評
価中に、最高優先度の最長時間未許可値をもつ信号入力を選択する。最高優先度をもつ最
長時間未許可値は、該当する信号入力が最も長時間信号出力にアクセスを許可されなかっ
たことを示すものである。
【００３３】
　図５は、図１に示した相互接続回路６の信号出力の１つへのアクセスを制御するための
調停回路４４を概略的に示す。仮想クロック・カウント値の最上位ビットは、第１の調停
パラメータとしての役目を果たし、温度計コード化回路４６により温度計コード化されて
、相互接続部６を通過する信号線４８のそれぞれの群に関連付けられた、１ビット位置を
有する温度計コード値を生成する。センス増幅器イネーブルラッチ５０は、図５に示した
調停回路４４の一部によって駆動され、第１の調停値および第２の調停値が信号入力０に
関連付けられるときに、アクティブが信号出力にアクセスできる信号入力０を選択する働
きをする際に、第１の調停値および第２の調停値は（それらのサービス品質に関連付けら
れた）最高優先度を有するので、調停を勝ち取る。温度計コード化回路４６によって生成
された温度計コード化調停値は、その時点で信号入力０に関連付けられた調停パラメータ
である。この調停パラメータ値の第１の部分は、図５においてビット（０）～（１５）を
含むように示され、これらのビットのそれぞれは、群内の信号線４８のいずれも放電しな
い、群内のすべての信号線４８を放電する、または最長時間未許可値を表す温度計コード
化された最下位部によって与えられ、レジスタ５４内に記憶された第２の調停パラメータ
に従って信号線の一部を放電する、マルチプレクサ装置５２の切り替えを制御する。
【００３４】
　図５に示したように、タイムスタンプ値が飽和状態に近いレベルに達した時、または少
なくとも１つのタイムスタンプ値が飽和状態に近いときは、そのビット長の半分だけの右
シフトは、温度計コード化回路４６、レジスタ６０、および仮想クロック・カウンタの最
下位ビット内にも記憶された温度計コード化調停値に行われる。比較回路は、温度計コー
ド化調停値に従って、プリチャージされた信号線を選択的に放電するゲート５６によって
提供される。図５は、単一信号入力に関する信号線４８の選択的放電を示すが、実際には
同じ信号線４８の選択された放電がその他の信号入力に関しても実行され、その他の信号
入力はそれらの独自の温度計コード化調停値を有することになることが理解されよう。全
般的効果は、所与の信号入力に対する比較回路５６が、より低い優先度の調停値に関連付
けられた信号線の群を放電し、より高い優先度の調停値に関連付けられた信号線４８の群
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を放電しないことである。２つの信号入力が、第１の調停値パラメータを共有する調停値
を有する場合は、放電される信号線の群と放電されない信号線の群との間の境界は、それ
らの２つの信号入力に対して同じになる。したがって、温度計コード化調停値内の「１」
ビットと「０」ビットとの間の境界で、信号線の群内のマルチプレクサ装置５２によって
実行された信号線の部分放電は、それらの個別の最長時間未許可値（第２の調停パラメー
タ値）により、それらの線を選択的に放電し、したがって、最高優先度の最長時間未許可
値をもつ信号入力が識別されるように、これらの最長時間未許可値間で比較がなされる。
マルチプレクサ装置５８は、レジスタ６０内に記憶された２進形式で第１の調停パラメー
タによって制御され、その信号入力があらゆる調停を勝ち取ったと判定されるかどうかを
、その信号入力に対して所与の第２の調停パラメータ値で示す信号線の群の１つを選択す
る役目を果たす。示された信号入力に対するマルチプレクサ装置５８の入力は、信号線０
、４、８、…６０に接続される。次の信号入力に対するマルチプレクサ装置５８への入力
、すなわち信号入力１は、信号線１、５、９、…６１に対応し、信号線１、５、９、…６
１から取られる。
【００３５】
　全般的なレベルにおいて、調停回路４４は、タイムスタンプ値（タイムスタンプ値は、
関連したサービス品質のレベルに従って許可されると時間増分を受ける）に対応する第１
の調停パラメータ値、ならびに第１の調停パラメータ値を比較する同じサイクルにおいて
、タイブレーク解決法のために提供される第２の調停パラメータ値（ＬＲＧ値）の両方を
使用して、単一サイクルの調停を提供する。信号線４８のプリチャージおよび選択的放電
は、単一サイクル内の複数のこのような調停パラメータ値の並列比較をサポートする機構
を提供する。
【００３６】
　本明細書において、添付の図面を参照しながら本発明の例示的な実施形態を詳細に説明
したが、本発明はこれらの正確な実施形態に限定されず、様々な変更および修正が、添付
の特許請求の範囲に定義された本発明の範囲および精神から逸脱することなく、当業者に
よってその中にもたらされ得ることが理解されるべきである。
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